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結 晶 の 融 解 に つ IJl で
中大理工 黒 沢 達 美
結晶が高温で融けることは極めてありふれた現象であるが,それがどのよう










































､図1 でくTm 図2 で>Tm
結晶格子の安定性と融解現象
東大物件研 井 田 喜 明
結晶格子が高温で不安定になることを定式化して融解現象との関連を議論す
る試みは, リソデマソ以来種々行なわれているが,物理的に明確な意味すけを
欠いていた り,融解の蔭の物質のふるまいを正しく説明できなかった､りして'
残された問題を多く持っている｡ こゝでは,路子の非調和性のために固体が安
定でい られる温度に上限があることを示し,その臨界の温度を近似的に定式化
して実測の融点と比較する｡
固体の格子振動は,原子間隔に見かけ上の ｢伸び｣をもたらす｡それは主と
して横波的な振動の効果によるもので,数学的には伸びの割合Q,は次の様に計
算される｡
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